





研 究 課 題 18 世紀英国における数学教育に関する総合的研究























































































































































































































































た。彼は、1754 年から 1760 年まで『ダイアリー』
を編集した。13 年後、『ダイアリー』の編集は再びウー
リッジに戻り、ハットンが 1773/4 年から 1817 年ま
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